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はじめに 
このドキュメントは、Oracle Identity Governance（OIG）12cPS3のコンポーネントをデプロイする
ために必要な計算能力に基づき、容量計画と環境サイジング見積りを提供することを目的としてい
ます。本ドキュメントは、「デプロイメント・アーキテクチャ概要」セクションで提供される参照
デプロイメントに基づいており、この参照デプロイメントは、『Oracle Identity Managementエンター
プライズ・デプロイメント・ガイド』で紹介されているアーキテクチャの簡易版です。サイジング
にとって重要なOracle Identity Governanceのコンポーネントに焦点を当てています。 

「Oracle Identity Governanceのサイジング考慮事項」セクションでは、Oracle Identity Governance
のインストールに必要なハードウェアに影響を及ぼすさまざまな要素について説明しています。 

「デプロイメント・タイプ」セクションでは、もっとも一般的なデプロイメントでの推奨事項を紹介
しています。サイジング・パラメータを使用することで、特殊な考慮事項に対してサイジング機能
を拡張できます。 

これらのサイジング・ガイドラインは、当社で実施したサイジング・テストに基づいています。任
意のデプロイメントの構成を決定する上での開始点として使用していただければ幸いです。 

 

 

法的免責事項 - 予想されるパフォーマンス特性は、研究室でのテスト実装に基づくものであり、現状のまま提供

され、一切の保証も伴いません。ここで提供される情報を使用するリスクはすべて、情報の受領者が引き受け、

オラクルはいかなる場合においても、営業利益の損失、ビジネスの中断、ビジネス情報の紛失を含む（ただし、

これらに限定はされない）、いかなる直接的、間接的、偶発的、特異的、懲罰的、またはその他の損害に対する

責任を追わないものとします。 

  



 

 

デプロイメント・アーキテクチャ概要 

以下の図は、Oracle Identity Governanceの簡素化されたデプロイメント・アーキテクチャを示した
ものです。Oracle Identity Governanceデプロイメント向けにサイジングされる基本的なプロセスに
重きが置かれています。 

 

図1：簡素化されたOracle Identity Governanceデプロイメント・アーキテクチャ 

  



 

 

 

図2：簡素化されたOracle Identity Governanceデプロイメント 

 

サイジングの視点から見ると、Oracle Identity Governanceとデータベースはもっとも重要なプロセ
スです。Oracle Identity GovernanceとOracle SOAは、クラスタ化されたデプロイメントにインストー
ルすることが推奨されます。本ドキュメントは、使用量を満たすことができる具体的なインストー
ルに必要な計算容量を決定するのに役立ちます。容量は、複数の物理サーバー、仮想サーバー、お
よびクラスタを使用することで実現されます。 



 

 

他にも、Oracle WebLogic管理サーバーやOracle BI Publisherなどの管理プロセスも、Oracle Identity 
Governanceデプロイメントの一部ですが、コストが固定されたプロセスと見なされるため、このサ
イジング・ガイドでは扱いません。これらのプロセスの最低ハードウェア要件は、関連ドキュメン
トで提供されています。これらのプロセスは、推奨される容量でハードウェアを増強した後に、Oracle 
Identity Governance/SOAプロセスとともにデプロイされる場合もあります。 

高可用性、ディザスタ・リカバリ、およびピーク・ロードの変動に関する要件は、主観的なテーマ
です。これらの要件は、本ドキュメントで推奨する基本サイジングでは考慮されません。ハードウェ
アは、これらの要件を満たすよう増強される必要があります。ディザスタ・リカバリは通常、本番
構成が異なるロケーションに複製されることを意味します。 

高可用性は、さまざまな水準のサービス保証を使用して構成できます。顧客は、許容できる応答時
間とスループット要件に応じて、トポロジで必要な追加ノード数を決定する必要があります。 

 

サイジング・ガイドライン 

インフラストラクチャのサイジング・ガイドラインは1つではありません。以下を含む多くの要素が、
最終的な結果に影響を及ぼします。 

 ネットワークのパフォーマンス 

 デプロイメントの複雑性 

 リソースの数と種類 

 データベースのパフォーマンス 

 オペレーティング・システムのパフォーマンス 

 

顧客は、選択したハードウェアによっては、最適なパフォーマンスを得るためにさらなるチューニ
ングが必要な場合があることに留意する必要があります。詳細については、パフォーマンス・チュー
ニング・ガイドを参照してください。 

  



 

 

 

図2：Oracle Identity Governanceサイジング技術 

  



 

 

Oracle Identity Governanceのサイジング考慮事項 

 

図3：Oracle Identity Governanceでのサイジングに影響を及ぼす要素 

 

Oracle Identity Governanceでのサイジングに影響を及ぼすOracle Identity Governanceの機能的領域
はおもに5つあります。 

• UI操作 

• プロビジョニング 

• リコンシリエーション 

• 認証 

• リクエスト 

任意の時点にこれらのいずれかの領域で最大負荷を処理するためには、デプロイメントのサイジン
グが必要です。 

 

UI操作 

ユーザーのライフ・サイクル管理、ロールのライフ・サイクル管理、組織のライフ・サイクル管理、
セルフ・サービス操作、管理操作、検索、アクセスのリクエスト/承認/認証をはじめとするほとんど
の操作を実行するには、Oracle Identity Governanceにログインする必要があります。 

UI操作がサイジングに及ぼす影響は、次の要素に依存します。 

• システムに同時にログインしている同時ユーザー数 

• ユーザーが開いているスクリーン数 

• 思考時間 – 1つのスクリーンに費やす平均時間 

  



 

 

プロビジョニング 

プロビジョニングは、Oracle Identity Governanceによって開始されたユーザーの作成、変更、削除
などの操作が、Oracle Identity Governanceコネクタ経由でターゲット・システムに通信されるプロ
セスです。 

次の操作は、プロビジョニング・エンジンに負荷をかけます。 

• セルフ・サービス操作 – プロファイルのセルフ更新、パスワードのセルフ変更、アカウン
ト、ロール、またはエンタイトルメントのカタログ・ベースのリクエスト 

• 管理/ヘルプ・デスク操作 – 

o ユーザー・プロファイルの更新 

o パスワードのリセット 

o アカウント、ロール、エンタイトルメントのプロビジョニング操作 

• アクセス・ポリシー主導のプロビジョニング操作（予防的検証のためのSODチェックを含む） 

• 信頼のおけるリコンシリエーションによってシステムに加えられた変更が、ダウンスト
リームのプロビジョニングを生成する操作 

• クローズドループ修正 

リコンシリエーション 

リコンシリエーションは、ターゲット・システムで開始されたユーザーの作成、変更、削除などの
操作が、Oracle Identity Governanceに通信されるプロセスです。リコンシリエーション・プロセス
では、Oracle Identity Governanceとターゲット・システムのリポジトリのエントリが比較されて、2
つのリポジトリの違いが特定され、最新の変更がOracle Identity Governanceに適用されます。 

リコンシリエーションがサイジングに及ぼす影響は、次の要素に依存します。 

• 権限を持つソース数 

• ターゲット・リソース数 

• リソースあたりのアカウント数 

• リコンシリエーションの頻度 

• すべてのリソース（権限を持つソースとターゲット・リソース）における変更の度合い 

• 変換や検証ロジックなど、必要なデータの前処理または後処理の量 

  



 

 

認証 

アクセス認証は、企業の重要なリソースに対するユーザー・アクセスを特定、認証、変更し、企業
ポリシーと重要な業界および政府の規制に対する順守を立証することで、組織がリスクを管理でき
るようにする継続的なプロセスです。認証機能は、システムの次の領域に影響を及ぼします。 

• バックエンド操作の増加 

認証の作成はバックエンド・スケジュール・ジョブのため、認証キャンペーンが開始され
ている場合は、サーバーの負荷が増加します。 

• 同時ユーザーの増加 

システムに同時にログインしているユーザー数は、キャンペーンが終了に近づくにつれ増
加します。ほとんどの人々は、最後の瞬間に認証キャンペーンを完了する傾向にあるため、
認証キャンペーン・サイクルの最後に、同時ユーザーがシステムで最多になります。 

• SOAサーバー負荷の増加 

認証キャンペーンでは、すべての認証アクションがSOAタスク・フローを生成するため、
SOAサーバーの負荷が増加します。 

• プロビジョニング・エンジン負荷の増加 

認証リクエストがクローズドループ修正に変わる場合、プロビジョニング・エンジンには
いくらかの負荷がかかります。 

• データベース・サイズの増加 

認証によってエンティティ、ユーザー・アクション、監査データが生成されるため、デー
タが大幅に増加します。 

認証がサイジングに及ぼす影響は、次の要素に依存します。 

• 認証の頻度 

• 認証の種類と複雑性 

• 認証のカスタマイズ 

• システム内のマネージャー、データ所有者、リソース所有者の数、およびユーザー総数 

• システム内のリソース（アプリケーション・インスタンス、ビジネス・ロール、エンタイ
トルメント）総数 

• ユーザーあたりの平均リソース（アプリケーション・インスタンス、ビジネス・ロール、
エンタイトルメント）数 

  



 

 

リクエスト 

Oracle Identity Governanceでは、BPELの豊富なワークフロー機能と、Oracle SOA Suite（以降、SOA）
のHuman Workflowコンポーネントを使用して、承認とワークフローのルーティングを実行します。
エンドユーザーは、Oracle Identity Governanceカタログを使用して、リソース、ロール、エンタイ
トルメントへのアクセスをリクエストできます。中間層の次の2つの領域が、リクエスト操作によっ
て影響を受けます。 

Oracle Identity Governanceサーバー – リクエスト・ペイロードを生成し、SOAサーバーに送信する
には、Oracle Identity Governance処理が必要です。 

SOAサーバー - BPELプロセス経由で受信するペイロードを処理し、適切なヒューマン・タスクとビ
ジネス・ロジックを呼び出します。 

以下は、双方の層のサイジング考慮事項に影響を及ぼします。 

• 最大使用時に生成されたリクエスト数 

• Oracle Identity Governanceで生成され、SOAで処理されたペイロード・データのサイズ 

• SOAにデプロイされたワークフロー/BPELプロセス数 

• ワークフローの複雑性 – シリアル、パラレル、通知、エスカレーション、外部呼び出しなど 

• アクションを実行するためにSOAに直接アクセスしている同時ユーザー数 

Oracle Identity Governance中間層のサイジング（内部） 

上記で触れたすべてのOracle Identity Governance操作は、CPUサイクルとメモリのシステム・リソー
スを消費します。 

CPU 

当社は、SLAを満たすことができる最大負荷をシステムにかけることで、Oracle Identity Governance
の各機能的領域においてCPU要件を見積り、高負荷操作の実行に必要なCPUのユニットを記録しました。 

各機能的領域に必要なCPUコアを計算するために使用した公式は以下のとおりです。 

中間層のコア = ∑ [(ユニット操作ごとに必要なCPUユニット・サイクル) * (操作総数)*(CPUロード
係数)] 

Where – 機能ごとのトランザクション総数は、サイジング計算ツールの質問に入力した値を基に抽
出されます。CPUロード係数は、サイジング計算ツールの入力変数を基にしています。 

CPU使用量では、UI同時実行性、リクエスト、および認証においてSOAなどの従属コンポートネント
も考慮されます。 

メモリ 

メモリ要件は、おもに次の2つの要素に依存します。 

− デプロイメントの種類 

− 同時実行性 

  



 

 

ディスク領域 

中間層には、通常、ディスク領域の静的割当てが必要な静的構成データとバイナリが必要です。 

データベース層のサイジング考慮事項 

Oracle Database管理者の重要な課題は、とりわけパフォーマンス、容量、将来的な拡張の要件を満
たすように、システム・ストレージを効果的に設計し、管理することです。 

本書の目的は、社内で実施したテストに基づき、Oracle Identity Governanceのデプロイメントのサ
イジング/容量計画を提示し、社内ベンチマークの実行中に観察した内容に基づき、サイジング・ガ
イドラインとベスト・プラクティスを提供することです。 

データベースのサイジングでは、次の2つの重要な領域が存在します。 

• ストレージ—データベースのサイズ 

• ワークロード—CPU、メモリ、ストレージ・パフォーマンス（IOPS/MBPS） 

データベース・ストレージ容量のサイジング・ガイドライン 

Oracle Identity Governanceデータベースのストレージ容量をサイジングする際は、以下のコンポー
ネントを考慮する必要があります。 

• データベース・ファイル 

• オンラインREDOログ・ファイル 

• UNDOデータ 

• アーカイブ・ログ・ファイル 

• バックアップ/フラッシュ・データ 

 

  



 

 

 

図4：データベースのサイジング要素 

  

データベース・コンポーネント 領域の要件 注釈 

データベース・ファイル 
（データファイル） 

Oracle Identity Governanceサイジング 
計算ツールに基づきます。 

その表領域に関連付けられたデータ

ファイルに必要な領域。 

一時表領域 IDMのRepository Creation Utility（RCU）

により、すべてのコンポーネントに対し

てTEMP表領域がデフォルトで作成され

ます。 

データベースのワークロードに基づき

ます。 
アプリケーション操作に順次I/Oが伴

う場合は、より大規模な割当てが必

要となることがあります。 
UNDO/システム 
領域 

DBAの推奨事項に基づきます。 顧客のDBAは、アプリケーションの性

質/負荷を確認する必要があります。 

REDOログ Fusion Middlewareチューニング・ガイド

のOracle Identity Governance推奨事項に

基づきます。     

OOTBサイズがREDOグループあたり

50 MBの場合、Oracle Identity 
Governanceでは負荷に応じて500 M～

1 Gが推奨されます。 
 

アーカイブ・ログ DB_Size * 1.0 顧客のDBAは、これを確認し、環境

に応じて変更する必要があります。      
 

バックアップ DB_Size * 2.0 顧客のDBAは、これを確認し、環境

に応じて変更する必要があります。 

*DB_Size = データファイル + 一時表領域 + UNDO/システム領域 + REDOログ 

 

  



 

 

ワークロード容量のサイジング・ガイドライン – ハードウェア・リソース 

データベース層には、CPU、メモリ、ストレージ・パフォーマンス（IOPS/MBPS）など、データベー
スのサイジングに影響を及ぼす重要要素が他にも存在します。Oracle Identity Governanceは、プラ
イマリ・リポジトリとしてのデータベースに大きく依存するエンタープライズ製品です。Oracleは、
豊富な機能を備え、強力なRDBMS機能を提供するデータベースであるため、CPUやメモリの観点か
ら、高度なリソースが必要です。以下の機能的領域は、データベース・リソースに大きな影響を及
ぼします。 

• リコンシリエーション 

• 認証 

• プロビジョニング 

• リクエスト・カタログ 

• データベースの瞬断を引き起こすカスタマイズ 

 

Oracle Identity Governanceデータベースのサイジング（内部） 

すべてのOracle Identity Governance操作は、データベースの拡張に影響を及ぼします。当社は、定
められたSLAをサポートできる最大のストレス・レベルに達するまでシステムに負荷をかけ、各機能
的領域においてデータベース・サイズの傾向を記録しました。 

データベース・サイズの計算に使用した公式は以下のとおりです。 

Oracle Identity Governanceデータベース = [(大量の領域を消費しているデータベース・オブジェク
ト領域の総計) + (残りのデータベース・オブジェクトによって消費されている領域の総計)] 

すべての操作は、SOA、MDS、OPSSなどの従属コンポーネントによって消費されるディスク領域に
影響を及ぼします。 

  



 

 

以下は、サイジングの実行において認識したデータベースの拡張傾向です。 

• 信頼できるリコンシリエーション 

 

• ターゲット・リコンシリエーション 

 

 

Oracle Identity Governanceデータベースの拡張に影響を及ぼす要素 

1. システムにおけるデータ負荷 - システムのユーザー、ロール、アカウント、およびエンタ
イトルメント数が増加するにつれ、応答時間とリソース要件に影響が及びます。 

2. 監査レベル – データベース拡張における重要な要素の1つです。監査レベルの粒度を上げ
ると、データベースの拡張/サイズが増します。本書では、デフォルトの監査設定（リソー
ス・フォーム）に基づくガイドラインを提供します。 

 

  



 

 

顧客は、該当の監査レベル・パラメータを設定することで、監査の粒度を制御できます。
監査エンジンにより、もっとも細かいレベルで以下が監査されます。 

• ユーザー・プロファイルの変更 

• ユーザー構成の変更 

• ロール・プロファイルの変更 

• アカウント定義の変更 

• アカウント・データの変更 

• SOD検証 

顧客は、監査レベルを設定する際は、サイジングの観点からパフォーマンスとデータ増加へ
の影響を考慮する必要があります。 

3. リコンシリエーション/認証の頻度 – リコンシリエーション/認証の頻度が高いほど、デー
タの増加率は大きくなります。 

4. アーカイブ/消去ポリシー - リコンシリエーション、リクエスト、プロビジョニング・タス
ク、監査、オーケストレーションなど、消去ソリューションを利用できるすべてのエンティ
ティにおいて、Oracle Identity Governanceのアーカイブおよび/または消去に関する推奨事
項に従うことが重要です。 

 

サイジング計算ツール 

Microsoft Excelスプレッドシート形式の対話型サイジング計算ツールは、テスト環境結果の分析を使用
して定義された公式に基づき構築されています。計算ツールは、このzipファイルに含まれています。 

エンドユーザーは、自身の環境についてのビジネス上の質問に回答して、サイジング結果を計算す
る必要があります。 

使用量パラメータ 

エンドユーザーは、計算ツールにおいて以下のビジネス上の質問に回答することが求められます。 

セクション1：ユーザー 

• システム内のアクティブ・ユーザー総数 

外部ユーザーと内部ユーザーを考慮した上で、シートに入力してください 

外部ユーザーは、すべてのターゲット・システムにはいません。そのため、外部ユーザー
のリコンシリエーションは不要です。 

たとえば、全ユーザーが1000万人で、そのうちの50万ユーザーのみが内部ユーザー（従業
員、契約社員など）の場合、残りのユーザーは、社内の企業リソースにアクセスできない
コンシューマまたは外部ユーザーです。よって、計算ツールには、サンプルとして以下の
パラメータを入力します。 

ユーザー数 = 10000000 



 

 

ターゲットあたりの最大ユーザー数 = 400000 ターゲットあたりの平均ユーザー数 = 
50000 

• ピーク使用時の同時ログイン 

• ユーザーあたりの平均リソース/アカウント/アプリケーション・インスタンス数 

ユーザーがプロビジョニングされる平均のターゲット・システム数です。 

• ユーザーあたりの平均ロール数 

• ユーザーあたりの平均エンタイトルメント数 

ターゲット・システムでユーザーが持つ平均のエンタイトルメント数です。 

たとえば、ADとLDAPという2つのターゲット・システムがある場合、システムの各ユーザー
は、平均で4つのADグループと2つのLDAPロールを持つため、このフィールドの値は6とな
ります。 

セクション2：リソース/ターゲット 

概要 – 

以下は、このセクションへのデータの入力例です。 

次のデータを持つ5つのターゲット・システムがあります。 

ターゲット・システム1 =  
{10000エンタイトルメント、20000ユーザー、1日あたりターゲットで100の変更} 

ターゲット・システム2 =  
{20000エンタイトルメント、30000ユーザー、1日あたりターゲットで200の変更} 

ターゲット・システム3 =  
{30000エンタイトルメント、50000ユーザー、1日あたりターゲットで300の変更} 

ターゲット・システム4 =  
{40000エンタイトルメント、70000ユーザー、1日あたりターゲットで400の変更} 

ターゲット・システム5 =  
{50000エンタイトルメント、90000ユーザー、1日あたりターゲットで500の変更} 

以下の値を計算ツールに入力する必要があります。 

• ターゲットの総数 = 5 

• ターゲットの最大アクティブ・ユーザー = 90000 

任意のターゲットにおけるアクティブ・ユーザーの最大数です。 

• ターゲットあたりの平均エンタイトルメント数 = 30000 

  



 

 

• ターゲットあたりの平均アクティブ・ユーザー数 = 52000 

• 各ターゲット・システムで1日あたりOracle Identity Governanceによって消費される変更の
パーセンテージ = 10 

単一のターゲットで直接発生し、毎日Oracle Identity Governanceによって消費される必要
のある平均の変更をパーセンテージで表したものです。 

セクション3：ロール 

このセクションへのデータの入力方法を理解するために、例を見ていきましょう。 

システムに20のアクセス・ポリシーがあり、平均で2つのITリソースと5つの子データが各ポリ
シーに関連付けられている場合、以下の値を計算ツールに入力します。 

• Oracle Identity Governanceで定義されているビジネス・ロールの総数 = 20 

アクセス・ポリシーを定義するために使用されるロールの合計数です。 

• ビジネス・ロールあたりの関連の平均リソースとエンタイトルメント = 7 

アクセス・ポリシーあたりの、関連のアプリケーション・インスタンスとエンタイトルメ
ント数です。 

セクション4：組織 

• 組織の総数 

Oracle Identity Governanceの組織の合計数です。 

セクション5：セルフ・サービス/管理/ヘルプ・デスク操作 

• 1日あたりの管理操作数 

ユーザー/アカウント/ロール/組織の作成/更新/有効化/無効化、パスワードのリセットと
いった管理操作数の平均です。 

• 1日あたりのセルフ・サービス操作数 

セルフの登録、プロファイル変更、パスワード管理をはじめとするセルフ・サービス操作
数の平均です。 

セクション6：リクエスト 

• 1日あたりのリクエストと承認数の平均 

1日にシステムで生成されるアクセス・リクエストとリクエスト承認の合計数です。 

• ピーク時の1時間あたりの最大リクエスト数 

最悪の状況において、1時間に生成されるアクセス・リクエストの最大数です。 

  



 

 

セクション7：認証 

• 認証機能は、有効化または無効化されます（Y：有効、N：無効） 

• 認証キャンペーンが実施される頻度（1年/2年/四半期に一度） 

認証キャンペーンがトリガーされる回数。 

組織が認証キャンペーンを四半期に一度実施する場合、このフィールドの値は3になります。 

組織が認証キャンペーンを半年に一度実施する場合、このフィールドの値は2になります。 

組織が認証キャンペーンを1年に一度実施する場合、このフィールドの値は1になります。 

• 認証の種類 

• 認証を管理するかどうか 

• システム内のマネージャー数 

• データ/リソース所有者の認証を行うかどうか 

• システム内のデータ/リソース所有者数 

セクション8：システムSLA 

許容可能な平均メモリ使用率（%） 

許容可能な平均CPU使用率（%） 

トランザクションの安定したロードにおいて許容可能なCPU/メモリ使用率のパーセンテージが、
CPU/メモリ負荷係数として示されています。 

セクション9：データ保存方針 

• リクエスト・データが消去されるまでの日数 

• タスク・データが消去されるまでの日数 

• リコンシリエーション・データが消去されるまでの日数 

• 認証データが消去されるまでの日数 

顧客のデータ保存方針は、データ量を予測する上で非常に重要な役割を果たすため、Oracle 
Identity Governanceでは、顧客が自身のデータ保存方針に従ってデータ量を設定できます。 

セクション10：ビジネスの成長パターン 

• 1年あたりのビジネス成長（%） 

1年あたりのアクティブ・ユーザーの増加率をパーセンテージで表したものです。 

• データベース拡張を予測したい年数 

  



 

 

セクション11：ID監査 - 検出 

• ユーザーに対する違反を検出するスキャンを起動することで、既存のコンプライアンス問
題を検出します。 

• ルールとポリシーを定義し、SODチェックを実行します。 

これは、すべての状況を網羅しているわけではありません。一部のインストールには、極めて大
量のセルフ・サービス操作を伴うユースケースが含まれる一方で、頻繁に実行される完全なユー
ザー・リコンシリエーションが含まれるインストールもあります。そのような極端なユースケー
スでは、ソリューションに関連するパフォーマンス・テストとパフォーマンス測定に基づき、ハー
ドウェア要件を見積もることが推奨されます。 

  



 

 

  



 

 

テスト・システム構成 

以下の表では、テスト・システム構成で使用される主要なハードウェアおよびソフトウェア・シ
ステム・コンポーネントを詳しく説明しています。 

テスト構成 – ハードウェア・コンポーネント 

Oracle Identity Governance/SOAサーバー • インテル・マシン2台 

• インテル(R) Xeon(R) CPU 5148 @ 2.33 GHzプロセッサ 

• 32 GB RAM、4 Mキャッシュ、2.33 GHz 

• マシンあたり2つのデュアル・コアCPU、すなわち4つのCPU 

• NICカード - 2つのBroadcom NetXtreme II BCM5708 1000Base-T 
PCI-X 64ビット 133 MHz 

データベース・サーバー • インテル・マシン1台 

• インテル(R) Xeon(R) CPU E5410 @ 2.33 GHz 

• 16 GB 4 Mキャッシュ、2.33 GHz 

• マシンあたり4つのデュアル・コアCPU、すなわち8つのCPU 

• NICカード - 2つのBroadcom NetXtreme II BCM5708 1000Base-T 
PCI-X 64ビット 133 MHz 

ストレージ • SASディスク 

• scsi0チャネル 

• ベンダー：FUJITSUモデル：MBB2147RC 

 

 

テスト構成 – ソフトウェア・コンポーネント 

OIG/SOAサーバー • Oracle Enterprise Linux 5 
• WebLogic 12.2.1.3 
• Oracle HTTP Server 12.2.1.3 

データベース・サーバー • Oracle Enterprise Linux 5 
• Oracle RDBMS 12.2.1.3 
• 単一インスタンス 

モニタリング・ツール • JConsoleなどのJVMユーティリティ 

• JProfiler 
• FMW Enterprise Manager 
• Oracle Database Enterprise Manager 
• vmstatなどのOSユーティリティ 

• DMS（動的モニタリング・サービス） 

• AWR（自動ワークロード・リポジトリ） 

• JMRC/JFRなどのJRockitユーティリティ 

• カスタムのデータ収集ツール 

• カスタムのデータベース・サイジング・フレームワーク 

 

  



 

 

デプロイメント・サイズ 

 

小規模、中規模、大規模なサイズのデプロイメント 
メトリック 小規模 中規模 大規模 

（すべて内部） 
大規模 

（内部および外部） 
システム内のアクティブ・ユーザー総数 50000 150000 500000 500000 

（内部150000 +  
外部350000） 

ピーク使用時の同時ログイン 25 100 250 250 

ユーザーあたりの平均リソース数 2 5 10 10 

ユーザーあたりの平均ロール数 2 5 10 2 

ユーザーあたりの平均エンタイトルメント数 5 10 20 5 

ターゲット・リソースの総数 5 15 30 30 

リソースあたりの平均エンタイトルメント数 10000 20000 30000 30000 

単一ターゲットにおける 
最大アクティブ・ユーザー数 

10000 100000 300000 100000 

ターゲットあたりの 
平均アクティブ・ユーザー数 

5000 50000 100000 50000 

各ターゲット・システムにおける1日あたり

の変更率（%） 
1 1 1 1 

Oracle Identity Governanceで定義されている

ビジネス・ロールの総数 
5 20 40 40 

ビジネス・ロールあたりの関連の 
平均リソース/エンタイトルメント数  

5 5 5 5 

組織の総数 1 5 20 20 

1日あたりのセルフ・サービス操作数 100 500 1000 2500 

1日あたりの管理操作数 40 200 400 400 

1日あたりのリクエスト数 50 200 1000 200 

1日あたりの承認数 20 100 300 100 

認証機能の有効/無効 無効 有効 有効 有効 

年間の認証キャンペーン頻度 非該当 2 3 3 

認証を管理するかどうか 非該当 はい はい はい 

システム内のマネージャー数 非該当 20000 50000 20000 

データ所有者認証を実施するかどうか 非該当 いいえ はい はい 

システム内のデータ所有者数 
 

非該当 非該当 20000 5000 

サイジングの推奨事項 

 
  小規模 中規模 大規模 

（すべて内部） 
大規模 

（内部および外部） 
OIG/SOA      

 CPU 4コア 8コア 20コア 20コア 

 OIGヒープ 4 GB 4 GB 4 GB 4 GB 

 

  



 

 

 SOAヒープ 1 GB 4 GB 8 GB 8 GB 

 OIG/SOAノード 1ノード/ 
2ノード 

2ノード 5ノード 5ノード 

データベース      

 CPU 2コア 6コア 12 12 

 メモリ 4 GB 6 GB 6 GB 6 GB 

 OIGディスク領域 
[1年目] 

20 GB 103 GB 最大3 TB 最大692 GB 

 OIGディスク領域 
[年間成長率5 %で3年目] 

最大30 GB 最大150 GB 最大4.9 TB 最大1 TB 

 データベース・ノード 1ノード 1ノード 3ノードRAC 3ノードRAC 

 

極めて大規模なデプロイメント 

上記では、研究室での結果に基づき、ハードウェア要件が算出されています。しかしながら、極め
て大規模なデプロイメントでは、公式が機能しない場合があります。数百万ユーザーのインストー
ルや、アクティブ・ユーザーが非常に多いインストールは、大規模デプロイメントと見なす必要が
あります。 

CPUは、システムで実行される操作のごく一部で使用されるにすぎません。そのため、そのようなイ
ンストールでは、極めて高い同時実行性、非常に複雑な前処理/後処理ロジック、極めて頻繁な/大量
のリコンシリエーション・イベントが予想されるかどうかを特に考慮しなければなりません。 

そのようなデプロイメントのサイジングを行う1つの方法は、パフォーマンス・テストを実施し、そ
こから推奨事項を引き出すことです。このようなシステムでは、異常なリソース使用がないかどう
かをモニタリングする必要もあります。 

非本番環境のサイジング 

以下の表は、非本番環境における最低限のサイジング推奨事項です。 

タイプ OIG/SOA データベース 

開発 単一ノード、2コアCPU、4 GBヒープOIG、 
1 GBヒープSOA 

単一ノード、4 GB RAM 

QA 2ノード、2コアCPU、 
ノードあたり4 GBヒープOIG、 
ノードあたり1 GBヒープSOA 

単一ノード、4 GB RAM 

UAT（ユーザー受入/パフォーマン

スおよびロード・テスト環境） 
本番環境のレプリカ 本番環境のレプリカ 

 

  



 

 

デプロイメント・タイプ 

ID管理のみのインストール 

デプロイメントがID管理のユースケースにのみ対応している場合、他のアプリケーションと統合す
るためのオーバーヘッドは少なくなります。また、ログインしたユーザーによって使用されるスク
リーン数は、ユーザー、ロール、および組織管理にのみ制限されます。さらに、リコンシリエーショ
ンの後処理要件が少なくなる場合もあります。そのようなデプロイメントは通常、Oracle Identity 
Governanceが外部ユーザー向けにデプロイされる場合に一般的です。そのようなデプロイメントで
は、セルフ登録や、プロファイルのセルフ更新、パスワードのリセット、パスワードを忘れた場合
の操作が非常に多くなります。 

IDの管理とプロビジョニングのインストール 

デプロイメントがID管理のユースケースとIDプロビジョニングのユースケースの両方に対応してい
る場合、他のアプリケーションと統合するには、より多くのバックオフィス処理が必要です。また、
ログインしたユーザーによって使用されるスクリーン数は、サポートされるターゲット・システム
の種類によって異なります。 

IDの管理と認証のインストール 

デプロイメントがID管理のユースケースとID認証のユースケースに対応しているものの、プロビジョ
ニングのユースケースには対応していない場合、他のアプリケーションと統合するためのオーバー
ヘッドは少なくなります。ほとんどのアプリケーションは、切断されたリソースとしてモデリング
されるためです。ただし、認証の作成により、バックオフィス処理に相当な負荷がかかります。 

IDの管理、プロビジョニング、認証のインストール 

デプロイメントがIDの管理、プロビジョニング、および認証のユースケースにすべて対応している
場合、最大のリソースが必要となります。そのようなデプロイメントでは、ログインしたユーザー
によって使用されるスクリーン数は最大になり、ユーザー、ロール、組織管理、リクエスト、認証
が含まれます。認証作成とリコンシリエーションにより、バックオフィス処理に相当な負荷がかか
ります。 

さまざまなインストール・タイプに応じて計算ツールへの入力を行うには、以下の表に従います。 

メトリック・セクション 
/デプロイメント・タイプ 

ID管理のみ ID管理と 
プロビジョニング 

ID管理と認証 ID管理、 
プロビジョニング、認証 

ユーザー 有 有 有 有 

リソース/ターゲット 無 有 有 有 

ロール 有 有 有 有 

組織 有 有 有 有 

セルフ・サービス/管理/ 
ヘルプ・デスク操作 

有 有 有 有 

リクエスト 無 有 無 有 

認証 無 無 有 有 

最低限のメモリ推奨事項 

OIG（単位：GB） 4 4 4 4 

SOA（単位：GB） 1 2 3 4 



 

 

コネクタ・サーバーのサイジング 

IDコネクタ・バンドルがアプリケーション内で直接実行されていない場合は、IDコネクタ・サーバー
が必要です。1つまたは複数のIDコネクタ・サーバーを使用すると、ICFアーキテクチャでは、アプリ
ケーションと外部にデプロイされたIDコネクタ・バンドルとの通信が許可されます。IDコネクタ・サー
バーは、Java™およびMicrosoft .NET Frameworkのアプリケーションで使用できます。 

単一のコネクタ・サーバーは、種類の異なる複数のICFコネクタをサポートできます。単一のICFコネ
クタは、複数のターゲットと通信するために使用できます。 

以下の表は、本番環境のJavaおよび.NETコネクタ・サーバーにおける最低限のサイジング推奨事項です。 

 Javaコネクタ・サーバー .NETコネクタ・サーバー 

CPU 2コアCPU 2コアCPU 

RAM 4 GB 4 GB 

 

  



 

 

推奨事項 

1. デプロイメントを最大容量で運用するのではなく、10 %～20 %の予備領域を確保すること
で、容量を超える状況に対処できるようにすることが推奨されます。 

2. 管理サーバーには、WebLogic管理アプリケーション、Enterprise Manager、およびDiagnostic 
Monitoring Services（DMS）が含まれます。各デプロイメントでは、管理サーバーに対して
ある程度の追加容量が必要です。通常は、管理サーバーには最低でも1 GBヒープが必要で
すが、中規模から大規模なデプロイメントでは、2 GBヒープの2コアCPUを割り当てること
が推奨されます。 

3. デプロイメントでは、ディザスタ・リカバリのシナリオを考慮する必要があります。ディ
ザスタ・リカバリのシナリオでは、障害が発生したノードの負荷を処理するために、クラ
スタ・ノードが必要な場合があります。 

4. このドキュメントで提供される中心的なサイジングは、「テスト・システム構成」セクショ
ンに記載されたハードウェア・コンポーネント仕様に基づきます。テスト・システム構成
と、以下の要素に対して使用される実際のハードウェアを比較することで、出力を調整す
る必要があります。 

• プロセッサ・チップセット 

• ネットワーク帯域幅 

• RAMタイプ 

• ディスク・タイプ 

5. パフォーマンス・チューニングの推奨事項については、『Oracle® Fusion Middlewareパ
フォーマンスおよびチューニング・ガイド』を参照してください。 

6. データベースとアーカイブ・ポリシーの推奨事項については、『Oracle® Fusion Middleware 
Administrator's Guide for Oracle Identity Governance』を参照してください。 

7. 高可用性およびEDGの推奨事項については、『Oracle® Fusion Middleware高可用性ガイド』
を参照してください。 

 



 

 

 

Oracle Identity Governance 12cPS3 
サイジング・ガイド 

2017年8月 

著者：Kamal Narayan  

Oracle Corporation  

World Headquarters 

500 Oracle Parkway  

Redwood Shores, CA 94065 

U.S.A. 

 

Copyright © 2014, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.本文書は情報提供のみを目的として提供されており、ここに記載される内容

は予告なく変更されることがあります。本文書は、その内容に誤りがないことを保証するものではなく、また、口頭による明示的保証や法律に

よる黙示的保証を含め、商品性ないし特定目的適合性に関する黙示的保証および条件などのいかなる保証および条件も提供するものではありま

せん。オラクルは本文書に関するいかなる法的責任も明確に否認し、本文書によって直接的または間接的に確立される契約義務はないものとし

ます。本文書はオラクルの書面による許可を前もって得ることなく、いかなる目的のためにも、電子または印刷を含むいかなる形式や手段によっ

ても再作成または送信することはできません。 

 
OracleおよびJavaはOracleおよびその子会社、関連会社の登録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標です。 

 


	はじめに
	デプロイメント・アーキテクチャ概要
	サイジング・ガイドライン
	Oracle Identity Governanceのサイジング考慮事項
	UI操作
	プロビジョニング
	リコンシリエーション
	認証
	リクエスト

	Oracle Identity Governance中間層のサイジング（内部）
	CPU
	メモリ
	ディスク領域

	データベース層のサイジング考慮事項
	ワークロード容量のサイジング・ガイドライン – ハードウェア・リソース

	Oracle Identity Governanceデータベースのサイジング（内部）
	Oracle Identity Governanceデータベースの拡張に影響を及ぼす要素

	サイジング計算ツール
	使用量パラメータ

	テスト・システム構成
	デプロイメント・サイズ
	小規模、中規模、大規模なサイズのデプロイメント
	サイジングの推奨事項

	極めて大規模なデプロイメント
	非本番環境のサイジング

	デプロイメント・タイプ
	ID管理のみのインストール
	IDの管理とプロビジョニングのインストール
	IDの管理と認証のインストール
	IDの管理、プロビジョニング、認証のインストール

	コネクタ・サーバーのサイジング
	推奨事項

